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Ⅲ  学 校 教 育  

１  重点施策に係る主な事業 

○学ぶ喜びを味わわせる学習指導の推進 

 事     業 内          容 

① 学習指導 

・学校訪問 

・｢指導のてびき｣の作成 

教員の指導力の向上と児童生徒の確かな学力の向上を目指し

て毎年学校訪問等の指導の機会を持ち、学習指導の充実を図る。

また、「指導のてびき」を作成して全教職員へ配布する。 

② 教育広報 

・｢新座の教育だより｣の

発行 

・｢教育研究 新座｣の発行 

 

「新座の教育だより」を発行し、教育行政の重点を通知した

り、優れた実践を紹介したりする。また、年度の主任会の活動

記録、研究協力員の研究等の教育実践を「教育研究 新座」に

まとめ、全教職員へ配布する。 

③ 小学校社会科副読本、中

学校地域教材資料集の編

集発行 

小学校社会科副読本「のびゆくにいざ」（３年）・「のびゆく新

座（４年）、中学校社会科地域教材資料集「新座」を編集発行し、

ふるさと新座に生きる児童生徒の郷土に対する理解と愛情を育

み、郷土の一員としての自覚を高める。 

④ 情報教育の推進 小・中学校におけるコンピュータ・インターネット・５０イ

ンチテレビ（小学校１～４年）・７５インチ電子黒板（小学校５・

６年及び中学校）・可動式ＰＣ端末等を活用した教育を充実させ

る。 

⑤ 環境教育の充実 総合的な学習の時間を始め、全教育活動を通して環境教育の

推進を図る。 

⑥ 授業の活性化のための人

材活用 

学校教育の充実、授業の活性化、指導方法の工夫改善の多様

化を図る方策の一つとして、地域の人材を講師として授業に積

極的に活用する。 

⑦ 小・中学校音楽会 

（令和６年度は中止） 

演奏する喜びを味わわせるために、新座市民会館の大ホール

で小・中学校の音楽発表会を実施する。 

⑧ 研究委嘱 児童生徒の個性を生かし、地域に根ざした特色ある教育を展

開し、生きる力を育むことをねらいとして、市内各小・中学校

に研究を委嘱する。２３校全校委嘱。 

 また、令和３年度より、教職員が直面する様々な教育課題の

解決のために必要な研究を個人・グループに委嘱する。その解

決に向けた研究の成果を広く周知し、市内教職員の資質を向上

させる。 

⑨ ｢総合的な学習の時間｣の

推進 

「総合的な学習の時間」の目標を実現するために、各教科、

特別の教科 道徳、外国語活動及び特別活動を含めた全教育活

動の中で固有な見方・考え方を総合的に働かせた探究的な学習

の指導が展開されるよう支援を行う。 

⑩ 学校教育農園・学校教育

林の設置 

学校教育農園・学校教育林での体験的学習を通して、児童生

徒の情操を育むとともに学習と生活体験との一体化を図り、ふ

るさと新座を愛する市民の育成を図る。令和６年度も引き続き、

学校ふるさと支援事業として、学校教育農園を市内全小・中学

校に設置する。学校教育林も小学校４校に設置する。 

⑪ 小学校第１学年副担任配

置 

入学期において、集団行動ができる子ども、できない子ども、

学習の状況などに大きな違いが見られる。複数の教師により、

児童の基本的な学習習慣や生活習慣の確立を図り、自立の基礎
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を培うことを目的として、副担任を配置する。令和６年度は、

１１校、１３名を配置する。 

 

○生徒指導・進路指導の充実 
 事     業 内          容 

① 教育相談の視点をふまえ

た生徒指導の充実 

特別支援教育の推進 

生徒指導主任研修会と学校教育相談主任研修会を一つに統
合し、市内児童生徒の非行問題、不登校やいじめ等について、
より広い視点から情報交換を行い、具体的な対策等について協
議する。 

さらに、学校訪問等により、各学校の生徒指導や特別支援教
育の諸課題等を把握し指導助言を行う。 

② 進路指導・キャリア教育 

・家庭･学校･地域ふれあい

推進事業の推進 

生徒が自らの生き方を考え、自分の意志と責任で主体的に進
路を選択・決定することができるように指導・援助する。家庭・
学校・地域ふれあい推進事業を各中学校において実施する。 

また、中学校２年生を対象に３日間の職場体験学習を実施す
る。（令和２年から未実施。現在再開に向けて調整中。） 

 
○学校人権教育の推進 
 事     業 内          容 

① 学校人権教育 

・人権標語、ポスターコン

クールの取組の推進 

・人権作文の取組の推進 

人権意識の高揚を図り、人権についての正しい理解を深め、

様々な人権問題を解決しようとする児童生徒を育成する。 

人権標語、人権作文等の取組を推奨し、学校人権教育の実践

を充実させる。 

教職員への研修の機会、啓発活動を企画し、実施する。 

② 読書活動の推進 

・学校図書館教育の充実 

読書は、人としてよりよく生きる力を育み人生をより味わい

豊かなものとしていくために欠くことのできないものである。

読書活動の充実に向けて、各小・中学校、地域、関係機関が連

携した下記の事業を行う。 

① 学校図書館の整備と効果的な活用 

② 学校図書館司書教諭・学校図書館担当教諭・図書整理員

の研修 

③ 公立図書館と学校図書館との連携 

④ 学校図書館蔵書の充実と選書の工夫 

⑤ 地域ボランティア活動との連携 

⑥ 新座市必読図書（第３期まで選定終了）の読書推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７５インチ電子黒板・可動式ＰＣ端末等を

活用した授業の様子 



   65 

○特別支援教育の充実 

 事     業 内          容 

① 特別支援教育環境の整備  障がいのある子どもたちに、その障がいの特性や程度に応じ

て、一人一人へのきめ細かな配慮の下に、適切な指導が行える

ようにする。 

【特別支援学級設置校】 
 ◇知的障がい学級…全校設置 

◇自閉症・情緒障がい学級…全校設置 
◇弱視障がい学級…片山小、新座小 
◇肢体不自由学級…東北小 
 

【通級指導教室】 

◇難聴・言語（設置小学校）…八石小、新開小 

 ◇発達・情緒（設置小学校）…新座小、野寺小、新堀小 

               東野小、石神小 

 ◇発達・情緒（設置中学校）…第三中、第四中、第六中 

       （巡回指導校）…新開小、栗原小 

新座中、第二中、第五中 

 

② 特別支援学級行事の合同

開催 

・学習発表会 

・作品展 

特別支援学級設置校が合同の行事を開催し、各特別支援学級

の交流とともに、体験的活動の充実に努める。また、特別支援

教育の内容を広く啓発するために、各行事等の開催期日・場所

を工夫しながら、地域・保護者の方々により多く参観、協力し

ていただけるように配慮していく。 

 

③ 就学相談  特別な支援を必要とする児童生徒の適正な就学に向けて、障

がいの特性や程度を的確に把握し、最も力を伸ばすことができ

る就学先について相談する機会を提供している。保護者及び本

人がより納得した就学先を選択できるようにするために就学

支援委員会を組織し、情報提供や助言を行っている。 

 

④ 一般就学相談  障がいのある子どもの保護者に、市の広報を通じて、幼稚園

関係機関等にリーフレットを配布して、教育相談、就学相談を

促す。電話相談、来談を通して資料の提供を行うとともに、特

別支援学級の見学日を設定するなど、保護者及び本人が自ら判

断できるように努める。また、就学後も必要に応じて教育相談

を行う。 

⑤ 特別支援教育支援員配置  特別な教育的支援を必要とする児童生徒の教育活動の支援

のため、新座市特別支援教育支援員を配置し、児童生徒の社会

的自立を目指す。 

 

⑥ 音楽療法による指導の充

実 

 「音楽」を意図的、多角的に活用することで、児童の特性に

よる諸課題についての支援としていくことを期待する活動で

ある。健全な心身の発達を促すための 1 つのプログラムとして

実施している。（対象は小学校・1 年に４校ずつ） 
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⑦ 通級指導教室の設置 小・中学校の通常の学級に在籍する障がいのある児童生徒に

対して支援・指導の一層の充実を図る観点から、その障がいに

応じた個別の支援・指導の場として設置している。「発達・情

緒障がい」「難聴・言語障がい（きこえとことば）」の教室があ

る。 

 

⑧ 特別な支援を要する児童

生徒の介助員配置 

 新座市立小・中学校に在籍する、歩行・食事・排泄等の介助

が必要な児童生徒の社会的自立を促すための支援を行う介助

員を配置する。 

⑨ 医療的ケア児のための学

校看護師の配置 

新座市立小・中学校に在籍する、日常的に医療的ケアが必要

な児童・生徒が安心して学校生活を送ることができるようにす

るために運営協議会を組織し、ガイドラインに基づいて学校看

護師を配置している。 

 

 

○教育相談活動 
 事     業 内          容 

① 教育相談員の配置 教育相談室において、教育相談員が電話・学校訪問・来室相

談の形態を取りながら、教育相談を行っている。相談員は５名。

うち３名は月曜日から金曜日、他２名は週３回勤務している。

隔週月・火曜日は、教育相談員と県ＳＳＷ、指導主事との合同

会議を行い、教育相談の効果を高めるよう努めている。 

◇｢一般教育相談｣ TEL 048－477－4152 

◇｢いじめ相談｣  TEL 048－478－0100 

② 子供相談電話・新座市こど

もＳＯＳ相談の開設 

家族や友だちなどにも聞かれたくない悩みや不安を抱えてい

る市内小・中学校の児童生徒が、気軽にどこからでも電話や一

人一台端末で悩みを相談できるような仕組みを整えている。 

TEL 0120－213－415（フリーダイヤル） 

③ 学校カウンセラーの配置 いじめや不登校の問題解決に向け、児童生徒及び保護者、さ

らには学校からの希望などにより、より専門的な立場からのカ

ウンセリングを月・水・金曜日に行っている。 

 

④ 教育支援ルームの設置 

（ふれあいルーム） 

（とことこぷらすのへや） 

不登校の児童生徒を対象に｢ふれあいルーム｣「とことこぷら

すのへや」を設置して、社会的自立を目指した支援を行ってい

る。「とことこぷらすのへや」は十文字女子大学と連携して指

導援助にあたっている。 

 

⑤ さわやか相談員等の配置 さわやか相談員を中学校に配置し、いじめや不登校等で悩み

を抱える生徒の相談、支援にあたる。 

◇さわやか相談員……中学校全校に配置 

◇子どもと親の相談員……小学校全校に配置 
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⑥ スクールソーシャルワー

カーの配置 

不登校や暴力行為、児童虐待など、問題を抱える児童生徒が

置かれた環境への働きかけを行うとともに、家庭訪問等により

児童生徒の支援を行う。 

⑦ 不登校対策 不登校児童生徒への支援の仕方や、新たな不登校を生まない

未然防止の観点も含め、校長会や研修会で周知啓発している。 

研修会では事例研修を行ったり、各校の不登校児童生徒への

具体的な取組等について情報交換を行ったりして、一人一人の

教員の指導の充実を図っている。 

また、近隣の大学の教育系及び臨床心理系学部と連携を取り、

身近なお兄さんやお姉さん的存在のピアサポーターとして大

学生・大学院生を学校などに派遣している。 

 

 

○国際理解教育と英語教育の推進 

 事     業 内          容 

① 英語指導助手配置 

・中学校全校にＡＥＴ 

各１名配置 

 

市内全中学校にＡＥＴを一人ずつ配置して、生徒一人一人の

英語によるコミュニケーション能力の向上を図るために、英語

科教員との週１時間のティーム・ティーチングによる外国語科

の授業を展開する。 

② 

 

小学校英語講師配置 市内全小学校に小学校英語講師等を配置し、小学校３年生、

４年生の外国語活動、小学校５年生、６年生の外国語（英語）

において、英語によるコミュニケーション能力の向上を図るた

めに、担任とのティーム・ティーチングによる授業を展開する。

小学校１年生、２年生、特別支援学級には年間１０時間、担任

とのティーム・ティーチングで英語の音やリズムになれること

を目的とした授業を展開する。 

② 日本語指導員及び外国籍

児童生徒サポーターの派

遣 

新座市立小・中学校に就学している日本語指導の必要な外国

人子女及び帰国子女がいる学校に、日本語指導教員、日本語指

導員及び外国籍児童生徒サポーターを派遣し、日本語指導を行

う。あわせて、生活適応に関する支援を行う。 

日本語指導教員が巡回して指導方針及び調整を行っている。 

 

 

○地域交流活動の推進 

 事     業 内          容 

① 部活動ボランティア指導員

の配置 

 

中学校における部活動を充実させるために、専門的な指導

技術をもった地域の人に協力していただくボランティア指導

員を配置する。 

 

② 市の文化的・体育的行事への

児童生徒の積極的な参加 

 

市民文化祭や市民体育祭などへ、マーチングバンドや吹奏

楽部が参加したり、絵画や書道等の作品を出品したりするな

ど、団体や個人として積極的に参加するように奨励している。 
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○教職員研修一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 研 修 名 対   象 内       容 

① 主幹教諭・教務主

任研修会 

主幹教諭・教務

主任 

 

教育指導計画についての研究を深め、自校の教育指

導計画の充実に資する。 

② 教科等主任研修

会 

各主任 

 

市内教職員の資質の向上を図るとともに教育水準

の維持向上を期する。 

③ 学校人権教育臨

地研修会 

小・中学校教員 

 

人権課題について臨地にて学び、人権尊重の教育の

充実を図る。 

④ 養護教諭研修会 養護教員 

 

医療施設等の見学、専門家による講演等を企画し養

護教員の資質の向上を図る。 

⑤ 

 

栄養教諭・学校栄

養職員研修会 

栄養教諭・学校

栄養職員 

「食に関する指導」についての教材開発等について

研修し､食育の充実を図る。 

⑥ 生徒指導、学校教

育相談主任研修

会 

小・中学校教員 

 

「心豊かな児童生徒の育成を目指して～小・中学校

の連携を推進し、９年間を見通した指導を実践する

～」の研修テーマで、ブロック研修を行い、情報交換

を行う中で、担当者の資質向上を図る。 

⑦ 生徒指導・教育相

談・中級研修会 

小・中学校教員 児童生徒理解の意義と方法や、学級・学校生活への

適応に関する指導・援助や教育相談についての基礎

的・基本的な知識や技能を習得し、教育活動の充実に

資する。 

⑧ 特別支援学級担

任者研修会 

特別支援学級

担当教員 

授業研究を通して特別支援学級担任者の資質の向

上を図るとともに、合同作品展等の合同行事等を通じ

て特別支援教育の充実を図る。 

⑨ 特別支援教育コ

ーディネーター

研修会 

特別支援教育

コーディネー

ター 

市の就学支援委員会と連携し、適切な校内支援、就

学相談を行うために、研修会を実施し、担当者の資質

の向上を図る。 

⑩ 幼保小連携推進

協議会研修会 

幼稚園・保育

園・小学校教員 

幼稚園と保育園と小学校の相互の理解を深め、連携

を通してそれぞれの段階での教育の充実を図る。 
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２ 令和７年度 新座市教育委員会研究委嘱一覧 
新座市教育委員会 

【学校研修委嘱】 
学校番号 学校名 研究領域 研究主題 委嘱年度 

1 大和田小 学力向上 
主体的に考え、学び合う児童の育成 

～「学ぶっておもしろい」と思える授業づくりを目指して～ 
６・７・８年度 

2 西堀小 全教科 ポジティブな行動支援を軸とした学力向上 ５・６・７年度 

3 片山小 
学力向上 

（全教科） 
学びに向かう力の涵養 ７・８・９年度 

4 第四小 全教科 
互いの考えを伝え合い、自ら学びを広げる児童の育成 

～協働的な学びを育む学習指導の工夫～ 
５・６・７年度 

5 八石小 授業改善 
主体性を高める指導法の研究 

～自ら学びを計画し、実行できる児童を目指して～ 
７・８・９年度 

6 東北小 学力向上 主体的・協働的に学ぶ児童の育成 ６・７・８年度 

7 野火止小 学力向上 よく考え 深く学ぶ のびっ子の育成 ６・７・８年度 

8 野寺小 全教科 
感動ある学習の創造 

～互いが育つかかわりのできる子をめざして～ 
６・７・８年度 

9 池田小 学力向上 
自りつした児童の育成  

～最後までやりぬく池田っ子～ 
７・８・９年度 

10 新堀小 学力向上 未来を拓く児童の育成 ７・８・９年度 

11 東野小 
ＩＣＴ教育等 

（指導力向上） 
『自立した学習者』となる児童の育成 ７・８・９年度 

12 栄小 
生活科、総合的な

学習の時間 

確かな学力を育てる 

～本気の課題に向き合い、未来を「そうぞう」する～ 
５・６・７年度 

13 石神小 学力向上 学び続ける児童の育成 ７・８・９年度 

14 新開小 学力向上 
主体的に問いを追究・解決しようとする児童の育成  
～「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実を通して～ 

６・７・８年度 

15 栗原小 学力向上 思いや考えを表現し、資質・能力を高める児童の育成 ７・８・９年度 

16 陣屋小 学力向上 
あきらめずに学び続ける児童の育成 

～学習方略、非認知能力に着目して～ 
６・７・８年度 

17 新座小 授業改善 「もっと」があふれる授業の創造 ５・６・７年度 

18 新座中 学力向上 
“生徒が主役”の授業デザインを目指して 

～ファシリテーターとしての教師の在り方の創造～ 
７・８・９年度 

19 第二中 学校教育相談 「多様な育ち」を前提とした学校システムの再構築 ６・７・８年度 

20 第三中 全教科 
探究と協働の学びへ 

～学びの質の向上をめざして～ 
５・６・７年度 

21 第四中 全教科 質の高い学びの実現に向けた授業スキルの向上 ５・６・７年度 

22 第五中 
学力向上 

ＩＣＴ教育 

（全教科） 

「主体的・対話的で深い学び」の授業の実現  
～ＩＣＴを活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」を通して～  

５・６・７年度 

23 第六中 
特別の教科 

道徳 

自らの考えを豊かに表現できる生徒の育成 

～「考え、議論する」道徳授業の実践を通して～ 
６・７・８年度 

 

【教職員への研究委嘱～個人研究・グループ研究～】 

個人研究 
栗原小 

大森 有 
体育・保健体育 運動好きの児童を育てる体育授業の研究 ７年度 

個人研究 
栗原小 

美﨑 翔太郎 
理科 見方・考え方を働かせ、問題解決を図る児童の育成 ７年度 

個人研究 
陣屋小 

手嶋 大介 
体育・保健体育 

全員が「運動が楽しい」と感じられる体育授業の研究 

～アダプテーションゲームの実践を手掛かりにして～ 
７年度 

グループ 

研究 

東北小 

渡邉 敬弘 

その他８名 

ＩＣＴ教育等 

（指導法改善） 

学びが楽しいと感じる児童の育成 

～小学校における教科担任制導入に関する研究～ 
７年度 

グループ 

研究 

野寺小 

工藤 俊輔 

その他５名 

体育・保健体育 
モデリングを通して資質・能力をバランスよく育むための指導法

の工夫 
７年度 
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３ 市立小・中学校     

新 座 市 立 大 和 田 小 学 校 

校 長 戸髙 正弘 

教 頭 真田 朋美 

創 立 明治 7 年 7 月 9 日 

児 童 数 689 名 

教職員数 38 名 

学 級 数 25 学級 

所 在 地 新座市大和田一丁目１番 30 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 7 - 2 0 2 1  

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 8 7  

ホームページ 

http://e-oowada-c-niiza.edumap.jp/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 さくら 

  花 日々草 

《プロフィール》 

  本校は開校１５１年目を迎える歴史と伝統のある学校である。保護者や地域住民には、卒

業生も多く、学校に寄せる期待と愛着が強く感じられる。平成１４年１月、環境にやさしい

「エコスクール」として新校舎が完成した。ワークスペースを備えた教室等、施設の特色を

生かした教育活動を推進している。次年度より、体育館の建替工事が行われる予定である。 

  学校教育目標は「大和田小の子は(品格) かしこく（知性） やさしく（感性） がんば

る（耐性）」であり、目指す学校像を「にこにこ きびきび すらすら はきはき『わかる・

できる・楽しい』を実感できる大和田小学校」とし、一人一人の児童を大切にし、子どもの

自己有用感を向上させ、主体的・協働的学びを大事にした学校づくりに力を注いでいる。 

  新座市教育委員会より学力向上の研究委嘱を受け、「主体的に考え、学び合う児童の育成」

を研究主題に、主体的で対話的な学びを深め、自ら表現、発信する力の育成を目指している。

「チーム大和田小」「鉄壁のカバーリング」を合言葉に、日々教育活動に取り組んでいる。 

 

 

マスコットキャラクター 

「だっペン」 

http://e-oowada-c-niiza.edumap.jp/
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新 座 市 立 西 堀 小 学 校 

校 長 鶴田 千尋 

教 頭 萩原 智子 

創 立 明治 13年 11 月 13 日 

児 童 数 372 名 

教職員数 23 名 

学 級 数 16 学級（うち特別支援学級 3） 

所 在 地 新座市西堀二丁目 18 番 3 号 

電 話 0 4 2 - 4 9 1 - 6 6 7 1 

F A X 0 4 2 - 4 9 5 - 8 8 4 8 

ホームページ 

http://www.c-niiza.ed.jp/e-nishibori/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 さくら 

  花 コスモス 

 《プロフィール》 

本校は創立１４６年目を迎え、明治、大正、昭和、平成、令和にわたり、西堀・新堀・

本多地区等の小学校として多くの実績を残してきた伝統溢れる学校である。地域住民の学

校への関心は高く、読み聞かせや１年生の生活指導（めんどり隊）・スクールガード（見

守り隊）・図書ボランティア（さくらんぼ）など、学校応援団の活動も盛んである。 

学校研究では、令和５年度より新座市教育委員会の委嘱を受け、「ポジティブな行動支

援を軸とした学力向上」をテーマに、個別最適化、協働的な学びの実現に向けて、指導法

の工夫・改善に取り組んでいる。教師自身が主体的に課題に取り組み、個々の児童の学力

に合わせた指導を行い、確かな学力の定着を目指している。本年度の本発表にあたり、研

究の成果を示していく。 
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新 座 市 立 片 山 小 学 校 

片山を愛し、「人・自然・社会」とのつながりを大切にする ユネスコスクール片山小学校  

 

 

 

 

  

 

 

 

校 長 石渡 知樹     

教 頭 橋本 勝明 

創 立 明治 7 年 2 月 15 日 

児 童 数 479 名 

教職員数 28 名 

学 級 数 20 学級 

所 在 地 新座市片山一丁目 8 番 31 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 7 - 0 3 1 2 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 8 8 

ホームページ 

https://e-katayama-c-niiza.edumap.jp/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 あおぎり 

  花 コスモス 

《プロフィール》 

本年度、開校１５１周年を迎えた。地域の温かい支援と期待を受けて片山っ子の児童像 

か＝かしこく た＝たのしく や＝やさしく ま＝まけない子 を掲げ、伝統を大切に

しながら教職員が情熱をもって創造的な教育活動を展開している。ＳＤＧｓとユネスコ

の教育理念『学びの 4 本柱』を掛け合わせ、学びに向かう児童の育成を目指し、チーム片

山小で取り組んでいる。研究主題を「学びに向かう力の涵養
かんよう

～自己の課題を探究し続ける

児童「つなぎ つなげる つながりあう」～」とし、新座市教育委員会の委嘱を受け、児童

が身につけた知識や技能、思考力・判断力・表現力を最大限に活用し、自立した学習者と

して成長できるよう教育実践を行っている。今後は国際交流や異文化理解の活動をさら

に充実させ、児童が広い視野をもち、世界とつながる学びを実践していく。 
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新 座 市 立 第 四 小 学 校 

「友だちたくさん 笑顔あふれる第四小」 

校 長 梅田 竜平 

教 頭 丹野 俊宏 

創 立 昭和 43年 4月 1 日 

児 童 数 566 名 

教職員数 30 名 

学 級 数 21 学級 

所 在 地 新座市馬場三丁目 6 番 1 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 8 - 3 1 9 2  

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 8 9 

ホームページ 

https://e-daiyon-c-niiza.edumap.jp/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 さくら 

  花 コスモス 

 

 《プロフィール》 

本校は、新座市では昭和の時代になってから最初に誕生した小学校であり、本年度で開

校５８年目を迎える。南には黒目川が流れており、周りにはまだ畑や林も多く残っている。

校地内には多くの桜の木があり、緑豊かで自然に恵まれた学習環境となっている。 

今年度から２年間の長寿命化改修工事が行われ、施設・設備が新しくなる予定である。 

令和５年度から、新座市教育委員会の委嘱を受け、研究主題「互いの考えを伝え合い、

自ら学びを広げる児童の育成～協働的な学びを育む学習指導の工夫～」のもとに、算数を

中心に理論研修、授業実践を実施しており、令和８年 1 月２９日には研究発表会が予定さ

れている。また、地域に開かれた学校づくりとして、「チロルの森」(ミニギャラリー)に美

術作品を展示（長寿命化改修工事のためお休み中）したり、読み聞かせボランティアによ

る「本の読み聞かせ」などの読書活動の充実に努めたりしている。 
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新 座 市 立 八 石 小 学 校 

校 長 川南 真一 

教 頭 池崎 麻里 

創 立 昭和 44年 4月 1 日 

児 童 数 288 名 

教職員数 24 名 

学 級 数 14 学級（うち特別支援学級 2） 

    （きこえとことばの通級指導教室） 

所 在 地 新座市野寺二丁目 8 番 45 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 7 - 6 7 0 1  

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 9 0  

ホームページ 
http://www.c-niiza.ed.jp/e-hachikoku/ 

＝シンボルの木及び花＝   ＜学校教育目標＞ 

  木 いちょう       なかよく かしこく たくましく 

  花 ツツジ 

 《プロフィール》 

本校は、『三方良し「児童良し、教師良し、保護者・地域良し」による、学校有用感あ

ふれる八石小学校』のキャッチフレーズのもと、児童が希望をもって登校し、充実感に満

ち、満足して下校する生気あふれる魅力ある学校づくりを目指している。各職員が創意工

夫し、力を合わせて、一人一人の子どもを大切にした教育を推進するため、授業改善につ

いて「主体性を高める指導法の研究」をテーマとして、全職員で取り組んでいる。また、

本校は難聴言語通級指導教室を開設しており、言語指導にあたっている。地域や外部機関

が参画した教育活動を積極的に展開し、学校・家庭・地域が自信と誇りをもち、共有でき

る学校づくりに取り組んでいる。 
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新 座 市 立 東 北 小 学 校 

校 長 斉藤 直之 

教 頭 石山 勉 

創 立 昭和 44年 4月 1 日 

児 童 数 788 名 

教職員数 69 名 

学 級 数 29 学級 

所 在 地 新座市北野三丁目 1 番 1 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 1 - 2 0 2 2  

F A X 0 4 8 - 4 8 7 - 5 5 3 4  

ホームページ 
https://e-tohoku-c-niiza.edumap.jp/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 ヒイラギ 

  花 マーガレット  

  

《プロフィール》 

東武東上線志木駅から歩いて１０分。目の前に立教大学新座キャンパスが広がる緑豊かで落

ち着いた環境の中で、７８８名の子供たちが元気に学んでいる。 

「笑顔いっぱい 歌声響く 東北小学校」(活気と潤いのある学校)をキャッチフレーズ

に、創立５７年目を迎える。「こども１１０番」発祥校として知られ、地域の方々や頼もしい学

校応援団（お話よむよむ・ぴかぴか隊・その他各行事ボランティア等）に支えられた学校であ

る。コミュニティ・スクール８年目となり、地域との連携を深めている。 
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【学校目標】 なかよく元気な子 

       よく考える子 

       すすんで働く子 
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新座市立野火止小学校 

校 長 丹代 円 

教 頭 大久保 洸 

創 立 昭和 46年 4月 1 日 

児 童 数 546 名 

教職員数 31 名 

学 級 数 21 学級（うち特別支援学級 3） 

所 在 地 新座市野火止四丁目 9 番 1 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 7 - 1 2 1 1  

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 9 2  

ホームページ 
http://www.c-niiza.ed.jp/e-nobitome/ 

＝シンボルの木及び花＝        

  木 いちょう            

  花 カンナ   

           

 

  

《プロフィール》 

学校地域教育目標「考え学ぶ子・仲よくする子・たくましい子・地域を愛する子」のもと、

開校５５年目を迎える本校は、学校・家庭・地域が連携し、豊かな環境づくりを行う中で、児

童の健全育成を目指している。平成２５年度より県内では２番目となるコミュニティ・スクー

ル指定校となり、「コミュニティ・スクール協議会（ＣＳ協議会）」を発足させ、保護者・地域

代表や有識者からなる委員の方々の承認を受けながら学校経営を進めている。 

新座市教育委員会の委嘱を受け、よく考え、深く学ぶ、のびっ子の育成の研究を行う中で、

保護者・地域とともに「のびゆく のびっ子 プロジェクト」を推進している。 
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新座市教育委員会 コミュニティ・スクール指定校 
 
『全ての児童が確実に伸びる学校』をめざして 

※ＣＳ協議会の「熟議」を深める学校 
・人間的なふれあいを大切にする学校 
・教職員が互いに磨き合い高め合う学校 

・保護者や地域の人々に信頼され誇れる学校 
・児童が学びやすい環境をもち、安全・安心が確保された学校 

http://www.c-niiza.ed.jp/e-nobitome/
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新 座 市 立 野 寺 小 学 校 

校 長 杉原 浩二 

教 頭 宮澤 直美 

創 立 昭和 47年 4月 1 日 

児 童 数 694 名 

教職員数 38 名 

学 級 数 26 学級（うち特別支援学級４） 

所 在 地 新座市野寺五丁目 1 番 24 号 

電 話 0 4 2 － 4 7 3 － 9 4 5 3 

F A X 0 4 2 － 4 7 7 － 1 6 7 3 

ホームページ 
http://www.c-niiza.ed.jp/e-nodera/ 

 

＝シンボルの木及び花＝         学校教育目標 

  木 ヒマラヤスギ         ・よく聴きよく考える子 

  花 たんぽぽ           ・心のゆたかな子 

                   ・からだのじょうぶな子 

 《プロフィール》 

本校は新座市の南西部に位置し、西東京市及び練馬区に隣接する埼玉県最南端の学校で

ある。古くからの農家も散在し落ち着いた環境であるが、近年住宅が増え、児童数も増加

傾向にある。開校５４年目となる。家庭・地域の方々はとても協力的で学校応援団活動も

盛んな学校である。令和２年度に、地域学校協働活動文部科学大臣表彰を受けた。 

学校研究では令和６年度より、新座市教育委員会の研究委嘱を受け、「感動ある学習の創

造～互いが育つかかわりのできる子をめざして～」をテーマに、全教職員が授業研究を中

心に研究に取り組んでいる。  
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新座市教育委員会 コミュニティ・スクール指定校 
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新 座 市 立 池 田 小 学 校 

校 長 髙  徹二 

教 頭 大関 岳広 

創 立 昭和 47年 6月 15 日 

児 童 数 403 名 

教職員数  42 名 

学 級 数   17 学級（うち特別支援学級 3） 

所 在 地 新座市池田四丁目 8 番 49 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 9 - 4 0 5 1 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 9 3 

ホームページ 

https://e-ikeda-c-niiza.edumap.jp 

＝シンボルの木及び花＝    学校教育目標「健康で よく学ぶ 心のゆたかな子」 

  木 やまざくら 

  花 アジサイ 

 

 

 《プロフィール》 

やまざくらの大木が校庭の真ん中にそびえ、四季の変化を教えながら子供たちを見守っている。 

令和７年度より３年間の新座市教育委員会研究委嘱を受け、「自りつした児童の育成～最後までや

りぬく池田っ子～」という研究主題のもと、主体的に学び、最後までやりぬくことができる児童の育

成を目指して研究を行っている。また、１年生からAI型学習教材Qubenaを取り入れた学習を行うな

ど、ICTを積極的に活用して個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実し、「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業改善を進めている。 

本校のシンボルである「やまざくら」を守り、地域や家庭との連携を深め、やまざくらと共に成長す

る「すべての人にとって居心地のよい学校」を目指していく。 
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新 座 市 立 新 堀 小 学 校 

校 長 若林 寿 

教 頭 池谷 ひろみ 

創 立 昭和 49年 4月 1 日 

児 童 数 447 名 

教職員数 28 名 

学 級 数 19 学級（うち特別支援学級 2） 

所 在 地 新座市新堀一丁目 16 番 5 号 

電 話 0 4 2 － 4 9 3 － 7 5 5 1 

F A X 0 4 2 － 4 9 5 － 7 6 9 3 

ホームページ 

http://www.c-niiza.ed.jp/e-shinbori/ 

 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 はなみずき 

  花 すみれ 

 《プロフィール》 

学校教育目標 

「学ぶ子ども 仲よくする子ども 健康な子ども はたらく子ども」 

 市の最西端に位置し、東久留米市と清瀬市に挟まれた細長い学区にある。学区の周囲には、畑や雑木林も残っており、落ち着いた教育環境である。 

 令和７年度から３ヵ年、新座市教育委員会の委嘱を受け、研究主題「未来を拓く児童の育成」のもと、指導者を招聘しての理論研修、授業実践に取り 

組んでいる。 

目指す学校像「未来の社会を生き抜く力の基礎を築く学校」、CS新堀小「学校と社会をつなぎ、新堀小の子どもたちに未来を拓く」 の教育理念のもと、 

「グローバル人材の育成」と「情報化への対応」を指導の重点に、自ら学び実践できる子の育成を目指している。 
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新 座 市 立 東 野 小 学 校 

校 長 齋藤 伸一 

教 頭 桜井 遊 

創 立 昭和 49年 4月 1 日 

児 童 数 737 名 

教職員数 71 名 

学 級 数 28 学級（うち特別支援学級 4） 

所 在 地 新座市野火止六丁目 22 番 12 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 9 - 7 2 8 0 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 9 4 

ホームページ 
http://www.c-niiza.ed.jp/e-higashino/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 くぬぎ 

  花 サルビア 

 

 《プロフィール》 

学校教育目標「おおらかで たくましく 進んで学ぶ子 地域とともに生きる子」 

武蔵野の雑木林を切り開いて建てられた学校で、今年で開校５２周年目を迎える。目指

す学校像「夢を育み、感動・笑顔・歌声あふれる学校」の実現に向け、日々の教育活動を

進めている。ＰＴＡ活動、学校応援団の活動も充実しており、本校の花壇はいつも明るく

彩られている。地域に愛され親しまれる開かれた学校を目指している。 
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新 座 市 立 栄 小 学 校 

校 長 淺田 敦子 

教 頭 本田 真智子 

創 立 昭和 51年 4月 1 日 

児 童 数 303 名 

教職員数 29 名 

学 級 数 14 学級 

所 在 地 新座市新塚一丁目１番１号 

電 話 0 4 8 - 4 7 8 - 3 1 6 8  

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 9 6  

ホームページ 

http://www.c-niiza.ed.jp/e-sakae/ 
 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 カエデ 

  花 日々草 

 《プロフィール》 

開校５０年目を迎えた本校は、季節の移ろいを感じさせる豊かな緑に囲まれ、静かで落

ち着いた雰囲気の学校環境にある。 

｢確かな学力を育て、豊かな人間性を培う｣を教育目標とし、「自分が好き、なかまが好

き、栄が好き」な児童の育成を目指して、ＳＤＧｓ教育をはじめとした多様な教育活動を

推進している。 

校内研究として、新座市教育委員会の研究委嘱を受けて授業改善に取り組み、「確かな

学力を育てる」を研修主題とし、生活科・総合的な学習の時間を中心に研究を進めている。 
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新 座 市 立 石 神 小 学 校 

校 長 長尾 友一 

教 頭 橋本 康信 

創 立 昭和 51年 4月 1 日 

児 童 数 506 名 

教職員数 34 名 

学 級 数 20 学級 

所 在 地 新座市石神一丁目 10 番 20 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 7 - 2 1 5 2 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 9 7 

ホームページ 

http://www.e-ishigami-c-niiza.edumap.jp 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 梅 

  花 マリーゴールド 

 《プロフィール》 

本校はＰＴＡ組織を主とする学校応援団活動が活発であり、朝のあいさ

つや登下校時の見守り活動など地域との結びつきも強い。令和４年度には、

本校の学校運営協議会を母体とした「あいさつの町 石神」プロジェクト

を立ち上げ、継続したあいさつを地域ぐるみで取り組んでいる。 

また、正門前の「ふれあいの路」には、学校応援団「どろんこの会」の

方々が中心となって、四季折々の花を植えてくださり、自然豊かな環境の

中で、保護者、地域に支えられあいさつと笑顔があふれる教育活動を展開

している。 

令和７年度に開校５０周を迎え、６月には記念事業の一環として航空写

真撮影を行った。１１月には記念式典を行う。  

校 
 

歌 
 
 
 
 
 
 

風
早 

美
樹 

作
詞 

 
 
 
 
 
 

藤
山 

一
郎 

作
曲 

   

青
空
広
が
る
グ
ラ
ン
ド
に 

 

話
し
か
け
る
よ
富
士
の
山 

 

光
と
緑
に
包
ま
れ
て 

 

石
神
の
子
ど
も
は
素
直
に
伸
び
る 

 

あ
し
た
を
目
差
し
い
つ
で
も
元
気 

 

石
神
石
神
楽
し
い
学
校
に 

 

小
鳥
鳴
く
道
仲
よ
く
通
う 

 
考
え
学
ぶ
石
神
わ
れ
ら 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.e-ishigami-c-niiza.edumap.jp


83 
 

新 座 市 立 新 開 小 学 校 

 

校 長 八代 剛 

教 頭 町田 寿人 

創 立 昭和 52年 4月 1 日 

児 童 数 394 名 

教職員数 27 名 

学 級 数 17 学級（うち特別支援学級 3） 

所 在 地 新座市大和田一丁目 22 番 10 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 7 - 6 3 7 0 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 9 8 

ホームページ 

http://www.c-niiza.ed.jp/e-shinkai/ 

＝シンボルの木及び花＝ ＝新開小キャッチフレーズ＝ 

  木 なしの木   太陽のように ひまわりのように 

  花 ひまわり 

 《プロフィール》 

本校は、市内１６番目に開校し、今年、開校４９年目を迎える。「かしこ

い子・心ゆたかな子・たくましい子」の教育目標のもと、「Happiness after 

smile 誰もが幸せになる笑顔あふれる学校づくり」を合言葉に、気持ちの

良い挨拶を教師みずから率先し、児童・保護者・地域に信頼される学校づく

りを目指している。特に今年度は、⑴継続した挨拶の定着、⑵ＩＣＴ機器を

活用した個別最適な学びの充実、⑶多様性を尊重した児童一人一人に寄り

添う学級づくり、⑷体力向上と食育の充実、⑸家庭・地域との信頼関係の構

築を指導の重点に置き、「生きる力」すなわち、将来、幸せな人生を歩むた

めに必要な自立する力を身に付けた児童の育成に努めている。 

また、昨年度より、新座市教育委員会から３年間の研究委嘱を受け、主

題を「主体的に問いを追究・解決しようとする児童の育成」とし、個別最適

な学びと協働的な学びの一体的な充実を通して学力向上を図る研究を進め

ている。  
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☆新開小キャッチフレーズ「太陽のように ひまわりのように」 

１ 学校教育目標  かしこい子（知）  心ゆたかな子（徳）  たくましい子（体） 

２ 学校経営方針 

 学校教育は、児童が心豊かでたくましく生きる力を備え、調和のとれた人間としての成長を具現化することに目標があ

る。そこで、新開小学校の４９周年の歴史と伝統並びに地域性、そして児童の実態に即しながら、「生きる力」すなわち、

将来、幸せな人生を歩むために必要な自立する力を身に付けた児童の育成に努める。 

 そのために、全教職員が「チーム新開小」として一丸となり、「Happiness after smile 誰もが幸せになる笑顔あふれる

学校づくり」を合言葉として、計画的、組織的に一人一人の児童に最適な支援を展開する教育活動を推進し、児童・保護

者・地域の人々に信頼される学校づくりを目指す。 

３ 目指す学校像・教師像・児童像 

 （１）目指す学校像「美しく 温かく ひとみ輝く 新開小学校」 

   ◎美しく   ○清掃が行き届き、美しく整えられた校内環境 

          ○美しいもの、より良いものに触れる学習環境 

   ◎温かく   ○児童を温かく見守り、強い絆で結ばれた学校・家庭・地域 

          ○互いを思いやる心や願いを達成させる教育活動 

   ◎ひとみ輝く ○一人一人の児童を大切にした教育環境 

          ○一人一人の児童の思いや願いを達成させる教育活動 

 （２）目指す教師像 

   ◎授業で勝負 授業を第一とし、研究と修養に努める教師 

   ◎公正・公平 温かさと厳しさをもち、児童一人一人に寄り添う教師 

   ◎感謝と信頼 保護者、地域に感謝され、厚い信頼を得る教師 

   ◎率先垂範  「時を守り、場を清め、礼を正す」凡事を徹底し、児童の模範となる教師 

   ◎健康一番  体はもちろん、心の健康を保持するための自助努力をする教師 

 （３）目指す児童像 

   ◎かしこい子   ○夢に向かって進んで学習する子  ○話をしっかり聴く子 

            ○自分の思いや考えを表現し伝える子 ○課題に気付き、自ら考え解決する子 

◎心ゆたかな子  ○元気に挨拶ができる子  〇きまりを守る子 

            〇思いやりがあり感謝の気持ちをもつ子 ○自然を愛おしみ美しいものに感動する子  

   ◎たくましい子  ○あきらめないで、粘り強くやりとおす子  ○安全に気を付け行動する子 

            ○元気よく外で遊ぶ子  ○好き嫌いせずにたくさん食べる子 

 

http://www.c-niiza.ed.jp/e-shinkai/
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新 座 市 立 栗 原 小 学 校 

校 長 古澤 健史 

教 頭 村石 和久 

創 立 昭和 53年 4月 1 日 

児 童 数 365 名 

教職員数 24 名 

学 級 数 15 学級 

所 在 地 新座市栗原一丁目 5 番 1 号 

電 話 0 4 2 - 4 7 3 - 7 0 7 0 

F A X 0 4 2 - 4 7 7 - 1 6 2 5 

ホームページ 

http://www.c-niiza.ed.jp/e-kurihara/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 レンギョウ  

  花 アゲラタム(和名：カッコウアザミ） 

《プロフィール》 

キャッチフレーズは「学校大好き！輝くひとみいっぱい 栗原小学校」である。 

豊かな緑に恵まれた校庭には、元気に遊ぶ子供たちの姿があふれ、学校・家庭・地

域が連携し、学校教育目標「よく考え学ぶ子」「心のゆたかな子」「たくましい子」の

実現を目指して教育活動を進めている。 

令和７年度より「思いや考えを表現し、資質・能力を高める児童の育成」をテーマ

に学力向上を目指している。特に、児童の見方・考え方を働かせ、主体的で対話的な

学びをとおして資質能力を高める活動を行っている。 

また、本校は学習支援や教育環境整備等の学校応援団の活動が盛んで、保護者・地

域との関わりをもとに特色ある教育活動を展開している。  
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新 座 市 立 陣 屋 小 学 校 

 

 

 

 

 

 

 

校 長 保戸田 雅之 

教 頭 吉田 泰生 

創 立 昭和 54年 4月 1 日 

児 童 数 420 名 

教職員数 31 名 

学 級 数 16 学級 

所 在 地 新座市野火止一丁目 18 番 20 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 9 - 7 2 3 1  

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 9 9 

ホームページ 
https://e-jinya-c-niiza.edumap.jp/ 

 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 こぶし 

  花 アヤメ 

 《プロフィール》 

平林寺や野火止用水に隣接し、市役所や市民会館、市立中央図書館など市の主要施

設にも囲まれ、緑豊かな自然環境に恵まれた陣屋小学校は、今年度開校４７年目を迎

える。「かしこく やさしく たくましく 瞳いきいき 陣屋小学校」を目指す学校

像とし、未来に向かって学び合い伸び合う子の育成につとめている。 

陣屋小の地域に残る茶道や和太鼓等、文化や歴史を通して豊かな心を育みつつ、廊

下歩行、無言清掃、あいさつ等も積極的に推進しながら、「陣屋っ子の自信と誇り」

を高める取組を行っている。 

また、令和４年度より特別支援学級「こぶし」が新設。インクルーシブ教育の具現

化を目指す。  
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新 座 市 立 新 座 小 学 校 

校 長 小俣 優子 

教 頭 吉澤 めぐみ 

創 立 平成 16年 4月 1 日 

児 童 数 290 名 

教職員数 28 名 

学 級 数 16 学級（うち特別支援学級 4） 

所 在 地 新座市新座三丁目 4 番 1 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 8 - 2 7 6 0 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 6 7 9 1 

ホームページ 
http://www.c-niiza.ed.jp/e-niiza/ 
 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 さくら 

  花 こぶし 

 《プロフィール》- 

旧大正小、旧新座小の統廃合により平成１６年４月１日開校。今年度は開校２２年目を

迎えた。 

校舎は旧大正小を使用しており、本校の広く豊かな緑に恵まれた校庭には、元気に

遊ぶ子供たちの姿があふれている。 

学校教育目標には「よく学び、心ゆたかに、やりぬく子」をかかげ、全教職員が夢と

希望のある学校を目指し、一丸となって取り組んでいる。 
令和５年度より、新座市教育委員会の研究委嘱を受け、研究テーマを「『もっと』があ

ふれる授業の創造」として、文教大学 藤森 裕治教授のご指導の下、新座小４CH モ

デル（choice・challenge・chance・check）を軸として、児童が自ら課題をもち、対

話を通して考えを深め、学び続けられるよう授業改善に取り組んでいる。１１月には、そ

の成果を発表する。 

田んぼや農園等の教育活動や学校環境の整備のサポート等の学校応援団活動を

中心とした開かれた学校づくりを推進し、学校と家庭・地域との相互交流を図り、信頼

関係の構築に努めている。  
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学校教育目標 ◇よく学び（知育） ◇心ゆたかに（徳育） ◇やりぬく子（体育） 

目指す学校像 ：夢と希望のある学校 

        「人とかかわり合いながら 地域の中で地域とともに育つ」 

目指す教員像 ：～全ては子供たちの幸せのために（ウェルビーイング）～ 

「寛厳よろしきを得る」ことができる教師（厳しさと優しさのバランス）   

        【知】人材育成のプロとして研鑽を積み、チャレンジする教師 

        【徳】豊かな人間性や社会性等、人格的資質を備えた教師 

        【体】心身の健康管理に努め、子供と積極的にふれあう教師  

目指す児童像 ：⑴ 自ら考え、判断し、主体的に行動できる子 

        ⑵ 温かな気持ちをもち、自他を大切にすることができる子 

        ⑶ 生きることに意欲をもち、健康と体力を高めようとする子 

        ⑷ 規律正しく、「あたりまえ」のことを「あたりまえ」にできる子 

        ⑸ 礼儀正しく人と接することができる子  

        ⑹ 地域を大切にし、地域とともに育ち、地域に貢献できる子 

特色のある学校づくり 

⑴ 子供たちが主人公になる授業を展開する。（主体的・対話的で深い学び） 

・児童の「問い」を大切にした指導計画と課題づくりをし、子供の「知りたい」「やってみたい」「なぜ」を

「学 

びに向かう力」につなげる。 

・学級、学年、学校という枠を超え「アウトプット」する機会をつくることで、「もっと」があふれる学びを

展開する。 

⑵ 児童の自己効力感、自己有用感を高める学級、学年経営をして心の教育の充実をする。 

 ・多様性を認め、いじめ・不登校を生まない支持的風土のある学校づくりをする。 

・「小さな成功体験」を積み重ねる場の設定と可視化をして自己効力感、自己有用感を高める。 

⑶  学校教育目標達成のため、保護者、地域のアイデアを結集し、自然豊かな地の利を生かした学校教育を推進

する。 

http://www.c-niiza.ed.jp/e-niiza/
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新 座 市 立 新 座 中 学 校 

 

校 長 金子 文春 

教 頭 恩田 信久 

創 立 昭和 40年 4月 1 日 

生 徒 数 478 名 

教職員数 40 名 

学 級 数 15 学級（うち特別支援学級 2） 

所 在 地 新座市野火止二丁目 4 番 1 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 8 - 3 6 6 8 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 0 1 3 1 

ホームページ 

http://www.j-niiza-c-niiza.edumap.jp 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 くぬぎ 

  花 サルビア 

 《プロフィール》 

開校６１周年を迎えた、市内の学校の中でも緑の多い学校

である。「クヌギのしるしいただいて」と校歌に歌われているように緑に恵ま

れており、武蔵野を代表するクヌギ、ナラの雑木林に囲まれている。「強く・

明るく・考える」生徒の育成、「未来への扉をひらく学校」を目指して教職員

の力を結集し、日々の教育活動を充実させている。平成２６年には野火止用水

の清掃活動等ボランティア活動の実践を推進し、環境大臣賞を受賞した。活発

な部活動や感動溢れる学校行事を展開するとともに、埼玉県内中学校第１号

のコミュニティ・スクールとして地域の力を生かし生徒専門委員会と地域の

企業の協働による環境整備活動を推進している。  
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新 座 市 立 第 二 中 学 校 

校 長 小関 直 

教 頭 山中 あずさ 

教  頭 澤山 敬 

創 立 昭和 46年 4月 1 日 

生 徒 数 1009 名 

教職員数 78 名 

学 級 数 31 学級（うち特別支援学級 5） 

所 在 地 新座市野火止七丁目 17 番 10 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 7 - 1 2 1 2  

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 0 1 3 2  

ホームページ 

https://j-daini-c-niiza.edumap.jp/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 桜 

  花 パンジー 

《プロフィール》 

本年度、創立５５年目を迎えた。学校教育目標、「明朗、向上、自主・自立」、

校訓「まごころ」のもと、目指す学校像を「Two-Way コミュニケーションによる

教育活動」として、一人一人の確かな成長を実現するため、ICT 機器を積極的に

活用するなど教育活動の効率化、質の向上を目指している。そして、重点目標に

①「個に応じた学力の向上」②「ICT 機器の積極的な活用」③「豊かな心と健や

かな体の育成」④「保護者・地域との連携推進」を掲げ、「明るい挨拶・光る汗・

きれいな学校・きれいな心」をキャッチフレーズに、教職員が一丸となって日々

の教育活動に取り組んでいる。また、昨年度に行った校内調査、行動観察等を踏

まえ、「従来から行われている集団を対象とした一斉指導に適応できない生徒が

増えており、様々なひずみが生じている」と捉え、昨年度から「多様な育ち」を

前提とした学校システムの再構築に取り組んでいる。  
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 令和６・７・８年度新座市教育
委員会の委嘱を受け、研究主題
を「『多様な育ち』を前提とした
学校システムの再構築」として、
研究を進めている。 
【チームＵｐ担任制】 
校内調査で「人と接すること

への不安」の高まりが推測され、
様々な不安に寄り添うために
は、多様な相談のチャンネルが
必要であると捉えている。そこ
で、「原則３学級を１チームと
し、４名の教員がローテーショ
ンで担任」している。複数担任制
(チーム担任制)と違い、「登校に
対する不安」に焦点を当ててい
ることに特徴がある。 
【校内支援センター】 
文部科学省では、登校に不安

を抱えるお子さんを支援する場
所として「校内支援センター」の
設置を進めている。本校では、自
習室「スマートスタディールー
ム(スマスタ)」内に設置し、担当
教員４名(主担当１名、学年各１
名)及び支援員の５名体制で運
営している。学校に行きづらい
と感じている生徒が学習や人と
のコミュニケーションを図る場
として「スマスタ登校」に取り組
み、近隣大学との連携や外部人
材の協力を得るなどしている。 
さらに、県から「生徒指導に

おける先進的取組推進校」に指
定された実践研究ともなってい
る。 

https://j-daini-c-niiza.edumap.jp/
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新 座 市 立 第 三 中 学 校 

校 長 石田 和男 

教 頭 須藤 恵介・田中 仁美 

創 立 昭和 48年 4月 1 日 

生 徒 数 767 名 

教職員数 57 名 

学 級 数 24 学級（うち特別支援学級 3） 

所 在 地 新座市池田一丁目 1 番 1 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 9 - 4 0 5 2 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 0 1 3 3 

ホームページ 

https://j-daisan-c-niiza.edumap.jp/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 イチョウ 

  花 スズラン 

 《プロフィール》 

学校教育目標： 自ら学ぶ 心豊かに たくましく 

本年度、創立５３年目を迎え、これまでの伝統を尊重しつつ変化を続けて

いく。①生徒一人一人を大切にし、生徒の持つ力を伸ばす教育を充実させる

<認める・ほめる・励ます>②地域を大切にし、地域と連携した教育活動を展

開する<コミュニティー>③同僚性（チーム新座三中）を高め、学校の教育力

を高める<リスペクト>の３点を柱とした学校経営方針のもと、教職員一丸

となって教育活動に取り組んでいます。 

マリーゴールドのオレンジ色は明るく前向きな三中生にぴったりのスク

ールカラーです。 
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新 座 市 立 第 四 中 学 校 

校 長 大井 敏彰 

教 頭 長谷川 久和 

創 立 昭和 51年 7月 1 日 

生 徒 数 486 名 

教職員数 36 名 

学 級 数 17 学級（うち特別支援学級 4） 

所 在 地 新座市大和田四丁目 17 番 1 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 7 - 6 0 5 3 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 0 1 3 4 

ホームページ 

http://www.c-niiza.ed.jp/j-daiyon/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 けやき 

  花 こぶし 

 《プロフィール》 

第四中学校の一日は、笑顔と元気な挨拶からはじまる。学校教育目標を「夢に向かって

人生の基礎を築き、大きな翼を育む学校」とし、大人になるために必要な知・徳・体の基

礎基本や自治的な力を育成することで「社会で通用する人間の育成」を目指す。生徒は、

生徒会スローガン「百花繚乱～咲きほこれ 我らが四中生～」のもと、保護者・地域の温

かい笑顔に支えられ、充実した学校生活を送っている。 
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新 座 市 立 第 五 中 学 校 

 
 

校 長 伊藤 進 

教 頭 児玉 壮史 

創 立 昭和 52年 4月 1 日 

生 徒 数 747 名 

教職員数 44 名 

学 級 数 22 学級（うち特別支援学級 3） 

所 在 地 新座市野寺四丁目 8 番 1 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 8 - 2 0 1 0 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 0 1 3 5 

ホームページ 
http://www.c-niiza.ed.jp/j-daigo/ 

＝シンボルの木及び花＝ 

木 えんじゅ 

花 ばら 

《プロフィール》 

校訓「感謝と挑戦」 

学校教育目標「友愛・向上・自主自律」 

目指す生徒像「自ら考え判断し、行動できる生徒」 

キャッチフレーズ「夢と感動、誇りを育て、地域に信頼される学校」 

校は、新座市の南西部に位置し、西東京市・練馬区などの東京都に隣接する住

宅地にある学校である。近くを流れる黒目川や自然林など自然環境も残ってい

る。学校の教育目標を「友愛・向上・自主自律」とし、地域に信頼される学校づ

くりを目指している。今年度の指導の重点を「教育活動の効率化・質の向上」と

して、①令和の日本型学校教育を実現②ICT 機器の積極的な活用（情報活用能力

の育成）③豊かな心と健やかな体の育成④保護者・地域との推進連携の４つの柱

を定め全教職員が一丸となって取り組んでいる。また、地域、後援会、PTA、学

校応援団など多くの方に学校の教育活動のご支援をいただいている。 

授業では、研究主題を【「主体的・対話的で深い学び」の授業の実現～ICT を

活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」を通して～】として、学習指導

要領を踏まえ、ICT を積極的に活用し「個別最適な学び」と「協働的な学び」を

一体化し充実させることで、主体的・対話的で深い学びの授業の実現を目指した

研究を推進している。今年度も引き続き、情報モラル教育の充実、情報活用能力

（ネットリテラシー）の育成、文章入力スピード検定の実施など、ＩＣＴを活用

させた個別最適な学びを充実させ学力向上に向けての取組を加速させる。 
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新 座 市 立 第 五 中 学 校 

＝シンボルの木及び花＝ 

木 えんじゅ 

花 ばら 

《プロフィール》 

校訓「感謝と挑戦」 

学校教育目標「友愛・向上・自主自律」 

目指す生徒像「自ら考え判断し、行動できる生徒」 

キャッチフレーズ「夢と感動、誇りを育て、地域に信頼される学校」 

本校は、新座市の南西部に位置し、西東京市・練馬区などの東京都に隣接する

住宅地にある学校である。近くを流れる黒目川や自然林など自然環境も残って

いる。学校の教育目標を「友愛・向上・自主自律」とし、地域に信頼される学校

づくりを目指している。今年度の指導の重点を「教育活動の効率化・質の向上」

として、①令和の日本型学校教育を実現②ICT 機器の積極的な活用（情報活用能

力の育成）③豊かな心と健やかな体の育成④保護者・地域との推進連携の４つの

柱を定め全教職員が一丸となって取り組んでいる。また、地域、後援会、PTA、

学校応援団など多くの方に学校の教育活動のご支援をいただいている。 

授業では、昨年度より研究主題を【「主体的・対話的で深い学び」の授業の実

現～ICT を活用した「個別最適な学び」と「協働的な学び」を通して～】として、

学習指導要領を踏まえ、ICT を積極的に活用し「個別最適な学び」と「協働的な

学び」を一体化し充実させることで、主体的・対話的で深い学びの授業の実現を

目指した研究を推進している。今年度は、情報モラル教育の充実、情報活用能力

（ネットリテラシー）の育成、文章入力スピード検定の実施など、ＩＣＴを活用

させた個別最適な学びを充実させ学力向上に向けての取組を加速させる。 
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新 座 市 立 第 六 中 学 校 

校 長 中島 豊 

教 頭 石川 周 

創 立 昭和 55年 4月 1 日 

生 徒 数 666 名 

教職員数 39 名 

学 級 数 21 学級（うち特別支援学級 3） 

所 在 地 新座市堀ノ内三丁目 11 番 1 号 

電 話 0 4 8 - 4 7 8 - 2 7 6 4 

F A X 0 4 8 - 4 8 2 - 0 1 3 6 

ホームページ 
http://www.c-niiza.ed.jp/j-dairoku/ 

 

 

 

＝シンボルの木及び花＝ 

  木 けやき 

  花 マリーゴールド 

 《プロフィール》 

「自主」「責任」「明朗」の学校教育目標を掲げ、新座市立第六中学校は、武蔵

野の面影が残る雑木林に囲まれる豊かな環境の中、昭和５５年(1980 年)に開校

し、令和７年で４５周年を迎えました。 

校歌にある「やさしい瞳に守られて」の通り、生徒たちは保護者や地域の方々

に見守られながら、日々、キャッチフレーズ「夢・自信・誇り」を胸に、学習や

行事、部活動に励んでいます。 

教職員は、「よく考え、進んで学習する生徒 責任を重んじ、規律正しい生徒 

明るくたくましく、心豊かな生徒」の育成を目指した学校づくりを推進するた

めに、一丸となって毎日の教育活動に取り組んでいます。  

校 
 

歌 
 
 
 
 
 
 

中
村 

千
栄
子 

作
詞 

 
 
 
 
 
 

岩
河 

三
郎 

 

作
曲 

  
 

輝
く
若
葉
の
青
春
よ 

 
   

い
ま  

燃
え
あ
が
れ  

武
蔵
野
に  

 
 

あ
あ 

わ
れ
ら 

新
座
の
仲
間 

 
 

あ
の
雲
の
湧
く 

か
な
た
ま
で 

 
 

伸
ば
そ
う
よ 

両
手
を 

 
 

広
げ
よ
う 

希
望
を 

 
 

大
き
な
欅
を
越
え
て 

な
お 

  
 

心
に
溢
れ
る
若
い
夢 

 
 

い
ま 

ほ
と
ば
し
れ 

野
火
止
に 

 
 

あ
あ 

わ
れ
ら 

新
座
の
仲
間 

 
 

豊
か
な
大
地 

踏
み
し
め
て 

 
 

歩
こ
う
よ 

み
ん
な
で 

 
 

究
め
よ
う 

道
を 

 
 

明
る
い
未
来
へ 

今
日
も 

ま
た 

  
 

や
さ
し
い
瞳
に
守
ら
れ
て 

 
 

山
桜
立
つ 

こ
の
校
庭
は 
 
 

い
つ
の
日
も 

ふ
る
さ
と 

 
 

わ
れ
ら
の
第
六
中
学
校 

 

 

http://www.c-niiza.ed.jp/j-dairoku/


93 

４ 学校保健 

 

  学校は教育の場として、また児童生徒等が集団生活するところとして、人的、物的にも最

も健康に適した環境であることが必要である。また児童生徒等の健康は、学校教育における

学習能力向上の基礎でもあり、学校教育の円滑な実施とその成果の確保に資する基本的要件

の一つといえる。このように学校保健の役割はきわめて重要であり、心身共に健康な児童・

生徒の育成に努めるため、本市では児童生徒に対し、身長、体重の測定、四肢の状態、内科、

歯科、耳鼻科、眼科の定期健康診断及び細菌検査、心臓検診、脊柱側わん症検診、尿検査等

を実施し、結核健康診断については、平成１５年度から結核予防法が改正されたことにより、

問診と定期健康診断の結果を基に結核対策委員会で検討し、精密検査が必要と思われる児

童・生徒に対してエックス線直接撮影を実施している。 

  また、教職員に対しては、結核健康診断及び教職員健康診断等を実施し、学校保健の指導

的立場にある教職員の健康管理を推進している。 

 
 

 各種検査結果一覧（令和６年度 定期健康診断） 

 

  ○ 結核検診 

区  分 対象人数 検討者（人） 
精密検査 

 実施者（人） 
異常なし（人） 

小 学 校 8,459 19 14 14 

中 学 校 4,191 3 1 1 

合  計 12,650 22 15 15 

 

  ○ 心臓検診（小学校１年生、中学校１年生及び経過観察者）    

区  分 実施者（人） 異常なし（人） 

小 学 校 1,287 1,239 

中 学 校 1,396 1,315 

合  計 2,683 2,554 
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   ○ 脊柱側わん症検診（小学校５年生、中学校２年生及び前年度未受診者） 

区  分 実施者（人） 異常なし（人） 

小 学 校 1,491 1,431 

中 学 校 1,367 1,281 

合  計 2,858 2,712 

 

  ○ 尿検査（全校児童・生徒） 

区  分 実施者（人） 一次陽性者（人） 

小 学 校 8,401 122 

中 学 校 4,051 204 

合  計 12,452 60 

 

 


